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論文要旨：海野 雅司 教授、大渡 啓介 教授、山田 泰教 教授、藤澤 知績 准教授らは佐賀

県窯業技術センターとの共同研究から陶磁器の表面を覆う釉薬が示す近赤外領域の発光に

ついて、そのメカニズムを解明しました。この近赤外発光は佐賀県有田地区と愛知県瀬戸地

区から発掘された陶磁器片では違いが見られました。今後、1600 年ごろに肥前地区で発掘

された古陶磁器などにこの手法を応用することで、有田焼発祥の解明などが期待できます。 
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